不安なる薔薇――佐藤春夫の初期作品における薔薇の象徴性について―― by 郭, 永剛
佐藤春夫は背年時代や少年時代を歩想と
現実
との敵しい衝突の
中で
過ごした。彼の自我意識は迎命と闘う間に生長したものであ
る。
もし、「田間の炎嫁」が彼の思想転換期の集大成といえば、
それまでに掛いた数絹の短編小説や習作はその思想の発端期の記録と言ってよい あろう。
而白いことに、
そのいくつかの作品に
は、
いずれも花、
とくに薔薇で作者自身を象徴
しているこ
とであ
る
。上に述ぺたとおり、
佐藤春夫の作品には、
時々溜薇についての
描写が出てくるが、
その薔薇の姿は時間の移り変わりに従って変
わっていく。彼の初期の作品をいくつか読むと、
その薔薇は作者
の変身で、
その
変化は作者のその時の気持ちゃその時の思想の移
り変わりを反映していることに気がつくだろう。
つぎに、
これら
の作
品を通じて佐藤春夫の作品における薇薇の慟きとその象徴性
について、
述ぺてみよう。
佐藤春夫の習作で、
明治四十三年十二月号の「スパル」に載せ
た「花の形をした呆実」には、
アザミという植物について次のよ
うに搭かれている。
渠、
咋日の昼、
鬼あざみの実といふものを見
た。
それは花
の形をして、
そのまま果実になってしかもしかと茎にくつつ
いた
ままで笹の中に雑つて
丈高く立つ居た。痛ましく印象さ
れ
てその時からそれを忘れ得ない。今もやつばりそれを思っ
て居るので、
それ自身の姿、
その生ひ立った野原のありさま
それは兎に角誇張であったとしても、
枯れたあざみのあの
はな形をした果実がなにかしらわれわれの
すくなくと
も僕自分の象徴であったかのやうな心もちはいまでもしないではない。
作者の描いたアザミは野原に生えていて、笹の中に混じっていて、高く立っている姿によって、
その上品な気領が感じられる。
アザ
ミは多年生ヰ本で平地から山地まで広く分布し
初夏から秋に
かけて、
紅色がかった紫の花が咲く。
アザミはわるい現境に耐え、
浸水や大旱魃にも耐える、
生命力の強い植物である。
そのうえに
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「純潔」と「慎み」のシンポルである。佐肱春夫はアザミについて、
いろいろと描写した。
彼の祖いたとおりに、
この作品の中に
おい
アザミによって、
自己を象徴するのは、
彼が当時燕名な
小人物であったからである。
そのへりくだった態度、
その慎み深
さとその忍耐力。
作者の佐藤春夫自身は得いてはいないが、
アザ
ミと密接な関係を持つ
i
「あざみの花
もひと盛り」というー百
業がある。
この諄は作者がそ
の後よく引用し
たゲエテの名句「薔
薇ならば花開かん」と
は意味の上で述う点はない。
自己を象徴する梢物がアザミから落薮に変わったのは佐藤春夫
．の習作「務薇」（大正「二年
「我等」）からであ
る。
その中では硲
蔽は悪い珠境に耐えること
ができ、
古い
葉がひどく蝕まれていて
も、
無限の生命力を呈している
C
その癌薇についての描写は次の
とおり�
見れば今引いたすかんぼの築に限れて一本の薔薇があった
のである。
柔らかさうな新しい薬の傍らに赤いっぽみを五つ
六つもつけて、
そのひとつは半ば開いて居た。
古い菜がとこ
ろどころひどく蝕んで居た。（中略）花を見出し、「藩薇ならば花開くぺし」とゲエテの句を思ひ出して私はどれだけよろこん
だか。喜びが私にはさみを
持つて来させた。
さうして位
んだ菜や、
用のないやうに私の考へでは考へられた枝を、
私
は静かにはさんだのである。
以上の器薇に
ついての描写
は、
その後の「田園の茫鬱」での罹薇
についての描写に酷似している。
けれども、
迩うところもある。
「藩薇」では、
薔薇は一本だけで、
肥えた黒土に生えて別の卒に
光を奪われるが、
その程度はそれ程ひどくはない。古い薬が蝕ま
れていても、
新しい業が出て、
赤い猜が付いているほどであった。
けれども、「田団の憂筍」で
の薔
薇は、
幾株もあるにもかかわら
ず、
不幸にも朝日を遮る杉の木立ちもあれば、
夕日を遮る家の陰
もある。
そし
て正午の日の光を奪う梅や杉の木があれば、
土壌の
中から栄焚分を掠める草 ある。「田園の憂鬱
」の中の
藩薇は、
その習作「罹薇」の中の嶺薇と比ぺれば
甚だしい不幸に陥って
いる。自然淘汰の戦いで自然の力に圧倒され
、撤
底的に敗れた癌
祓は作者自身の姿が重なって見える。佐藤春夫は、
初めは自信
満々で人生に直面し戦ったが、
数年間の実生活によって、
もう自
侶は段 消失してしまった。残ったの
は、
前途への不安や懐疑と
煩悩だけであった。 自信の消失は彼 引用したゲエテの名句の訳文からも分かるだろう。
佐藤春夫の引用したゲエテの詩の原文は次のとおり�
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これを直訳すれば、「もうこれ以上努力して
も甲斐がない。滸薇
であれば、
いずれ咲くだろう」の意である。
ゲエテの詩はもっ
とも佐藤春夫の実梢にふさわしいものである。
まるでこの忘れがたい、
慰めに満ちた詩句はゲエテがわざわざ彼
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のために柑いて、
彼に残したかのようである。引用した詩は佐藤
春夫 生活の移り変わりにしたがって
、そ
の訳文が変わっていく
ことには何かの意味がありそうに見える。
これについて、
少し分
析しておこう。
佐藉春夫が大正三年に発表した習作「逝薇」に引用した訳文は
「器薇
ならば花開くぺし」で、「田園の憂罰」に
引用した訳文は
「薔蔽ならば花開かん」である。
この二つ
の訳文には一見したと
ころ大きな違いはないが、
意味の上では徴妙な述いがある。文法
的に
分析すれば次のような区別がある。
「ぺし」は理論的な帰結や自然の成り行き、
結果などを推定す
るものである。「
ぺし」
は肯定的な推飛で、
理論性に基づいて酋
うのが特色 その拗きは次のとおりである。
(1)
話して、相手の意志によらず、それ
を超越した逍理、
理由によって、
必然のことと判断される意味を表す。
(2)
確率性の高い推費を表す。
「器薇ならば花開かん」の「ん 推罰の助動阿の音便である。
その意味は次のとおり�
(1)
未来、
現在に関する事柄を推想する意味を表す。
(2)
相手に対して、
勧誘、
命令する意を表す。
.(
3)
可能を推祉する意を表す。
•
(4)
当為、
適当、
自然的努いなどの意を表す。
以上
の文法的な意味
から見
れば、「
器蔽ならば花開くぺし」は
「薔薇ならば花開かん」よ
り少し弘い。けれども、「蓄薇ならば
花開かん」はもっ
と原文の意味に近い。引用した訳文は「薔薇な
らば くべし」から「器薇ならば花開かん」に変わったのは少なくとも、作者の生活や社会に直而する勇気と自侶の薄らぎを反映しているのではあるまいか。
佐藤邪夫は有能な冑年で、
立身出
世の念は彼から一日も雌れたこと
がない。彼は少年時代から、文
学者になろうという決心を立て
て、
西洋文学と東洋文学とを勉弛
した。有名 文学者になろうと歩見た佐藤春夫
は、
一日も早くそ
の歩を実現することが
できるようと努力したが、その希望は容易
にか
なえ
られなかった。彼は
自分の花が早く咲くだろうと思った
が、
その花は案外に咲くのは遅かった。いろいろな挫折の後、
自
分の花が咲くことにそれ程 自信を持たなくなったのは当り前のことである。
佐藉春夫の餅薇は彼自身とその希望を代表している。器薇で優
れた人物を代表するのは西洋ではありふれたことである。小説や劇では、岱に薔蔽で非常 優
秀な人物や類稀なる人物を表
す。例
えば、
イギリスの
有名な劇作家のシェイクスビアの名作「ハム
レット」では、
耕蔽でハムレットを焚笑した。
Th
'expectancy 
and 
rose of 
the 
fair 
state
.
（お国の希望とも浴薇
とも仰がれたお人。）
佐藤春夫は薔薇で自分を象徴するのは自分の才能や自分の能力
を堅く信じているからであ
る。而白いの
は、
佐藤春夫の自分を象
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徴する薔薇はいず
れも赤い醤薇ということである。
もちろん、
こ
れは束洋人の愛好からか
もしれない。
けれども、
欧米人の習恨、
理解及びイメージから見て、
器薇の色はいろいろな意味を含んで
いる。
例えば�
白い器薇こ純粋、
処女性、
抽象的思考、
沈黙。
赤い紺薇ぶ恐情、
廊望。
宵い器祓二不可能。金色の薔薇ぃ完遂゜黄色の器薇二不実、
嫉妬゜
紫色の器薇盆悲哀゜
欧米遊学経歴のある唯美主義者永井荷風の弟子であった佐藤春夫は薔薇についての欧米人の習恨やイメージぐらいのこと 分からない ずはない。
佐藤春夫の薔薇についての描写のある作品を一
通り読むと、
佐藤春夫がこれぐらいのことには詳しいということ
が分かる。
まず、
明治匹十五年の一月号の「スバル」に戟せた「習作二」
を見よ。
この作品に、
作者の佐藤春夫は一人の男を苔いた。女に
軽蔑され、
いじめられた男は身体から汗が涌いて、
しきりに渇き
をおぽえながらもつづけて煙草を取り出してマッチを擦って火を付けた。
タバコを吸いながら「死の勝利
J
という英文を読んでい
く。悲哀の
気持ちを抱きながら、
赤い鉛節で線を引いた。
そして、
その横へ別に日付を苔き加えた。妙 ことにこの習作にも薔薇に
ついての描写がある。けれども、
この器薇は別の薔薇と述って、
赤いと うよりもむしろ紫がか
った小さな花が一つあった。前に
列学した おりに紫色の裔薇は悲哀を象徴する。佐藤呑夫が紫がかった器薇で主人公の悲哀を象徴するの
は欧米人のそれとぴった
り合うものである。
こ
れはただの偶然とは言えないだろう。
それだけでなく、
佐藤春夫の白い薔薇もそうである。次の例を
見よ
。紀の国の五月なかぱは椎の木 くらき下かげうす濁るながれのほとり野うばらの花のひとむれ人知らず白く咲くなり仲みてものおもふ目には小さなるなみだも ろげ索直なる花をし見れ恋人のためいき 聞くここちす かな
これは佐藤春夫の
名詩「ためいき」（中公文庫版「日本の詩歌」
佐藤春夫集p20)の第一述である。
この第一述では、
南国の五月の風物を歌い出して、
背恨を設定
した。人知れず咲く、
白く索直な薔薇の花は日本的な柔美を感じ
させ、
遠く離れた恋人の姿形とその声音や溜め息まで間く心地が
する。ここでは白い餅薇 純粋な少年少女の愛偕を象徴している。
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．純
況な愛を心に密かに限して、
愛情の純粋さを保つ少年少女の心
．を
象徴するには
白い薔薇は一番ふさわしい。純粋さを白い器薇で
象徴する点は、
佐藤春夫は欧米人とは全く同じである。
つぎの堀
口大學の訳したルミ・ド・グールモンの時を見よ。
嵐の登微
白き醤薇は協つきぬ荒ぶ暴風雨の手あらさにされども花の香はましぬ多くも受けし苦 ために幣に挟め、
この薔蔽
胸に秘めよ、
この倍手
暴風雨の花に汝も似よ手箱に秘めよ、
この薔薇
さては暴風雨に傷つきし花の由来を思いでよ暴凪雨は守りぬ、
その秘密
胸に秘めよ、
この倍手
（講談社
「日本現代文学全集」
第54巻
p360)
この詩を佐藤春夫のそれとは比ぺてみると、
純粋さを象徴する点
では大体同じことがわかる。
一番面白いのは、
佐藉春夫はこの
もっとも親しい友人の堀口大學のこの訳詩を愛読し、
自分の作品
「神神の戯れ」にも引用した。「神神の戯れ」
では
佐藤春夫は有
名な画家窃木と彼を密かに愛している娘の脱子のことを柑いた。麗子が商木との結婚に失望してから、
ある若い銀行家と結婚する
ことになった。罷子が娘としての最後の鉗台を記念するために、日本ホテルで独唱会が冊された。妙なことに
その独唱会に上演
する歌にこの「嵐の硲薇」があっ
その場面は次のとおり�
窃木は歌詞を記して
ある紙を取り上げ
た。
ふと
その歌詞の一
カ所に視線が来た時に、
窃木の目は再び輝いた。
さうして彼
はその同じ歌詞の上にもう一度注目したー�
白き薔薇は侶つきぬ
，
すさぶ暴風雨の手あらさにされども花の香はましぬ多くも受けし苦 為に。帯にははさめ、
この薔薇、
胸には秘め
よ、
この協手
恐凪雨の花に汝も似よ。
·
手箱に秘めよ、
この醤蔽゜
さては暴雨凪に俗つきし花の由来を思い出よ。暴凪は守りぬ、
その秘密
胸に秘めよ、
この傷手。
窮木は、
それがすぐれた歌であるかどうかをもとより知らな
かった。
しかも、
その歌詞を脱子が選んだことが窃木の胸に
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ひぴいた。幾度もそれを読みかへしてその歌の中で思はず開子の心に触れたやうな気が
した。
それはどういふ風に触れ得
たのだか、
彼自
身にさへも説明することができなか
った。
し
かし、
この歌を口ずさんでゐるうち
に、
脆子の面彩がそぞろ
に浮 んでくるやうな気がするのである
（「神神の戯れ」
現代日本文学全集
第30巻
p110)
以上の例から見れば、
佐藤
春夫は白い器薇の象徴性には西洋人
と同じように詳しく分かるはずで
ある。
そしてそれを自由自在に
活用して、
自分の作品を彩った。
次には、
佐藤春夫 における赤い器薇の象徴性を見てみよ
う。佐藤春夫はわざわざ赤い薔薇を選んで自分を象徴するのはどうい わけか、
赤い薔薇のイメージと対照的に分析すれば、
明か
になるはずである。赤い餅薇は熱情や顛望を象徴する。佐藤春夫の赤い器薇もそうであ
る。
佐藤春夫の熱梢や願望が彼を駆使し、
彼を苦しめた。実は、
佐藤春夫は小さい頃から、
文学者になろう
という志を立て 明治三十七年、
十一一歳の春夫は中学校に入学
した時の口頭試問で将来の希望は何かと問われて、
文学者になり
たいと答えたほどであった。
こういう志すなわち願毀が彼の一生
を貰いた。初めに、
彼はたゆまずに文学創作に熱情を注いだが、
それ程の成果が
上が
らなかっ 。
佐藤春夫の不遇は相当長かった
が、
その出世欲や願望は衰えなかった。
社会での不遇と心の中の
出世欲との板挟みに挟まれて、
佐藤春夫は一度擾鬱と苦しみのど
ん底に落ちた。現実において、
彼はまるで雑草や木に光を奪われ
た餅薇のようであった。彼の名作「田園の憂鬱」に自分の分身として描いた薔薇は確かにかわいそうだ。
「田園の憂鬱」における彼の薔薇は雑草の中で蔓草のように細
く、
よろよろと立っている。
杉の木立は朝日を遮っていた。夕日
を遮る家の大きな陰が、
それらの上にのしかかって邪腐をした。
そして、
正午の前後には、
梅の枝などがこの薔薇の木から日の光
を奪った。
そうして、
それらの
梅の木や杉などが屋根のように
なってしまった。その上に、
土の中に蓄えられた栄狭分が全てそ
の根元に生えている名も知らない卒にかすめられた。確かにかわいそうな薔薇だと私は思う。このかわいそうな薔薇について、
作
者の佐藤春夫は次のように描いた。
それは庭前の花といふよりも、
寧ろ路傍の花の如くであった。
而も の小さな、
哀れな、
奇形の花が、
少年の唇よりも赤く、
そし
てやは
り硲薇特有の可憐な風情と
気品とを
備
へ
．．．．．．
ここで、
佐藤の描写しているのは普通の薔薇
ではなく、
一株の病
的な薔薇 ある。病的な餅薇がどん
なことを象徴しているかと問
われると、「イメージ辞典」によ
れば、
病める薔薇すなわちsick
rose
は以下のものを表す。(1) (2) 
抑圧された性。キリスト教の理 的な考え方に汚された自然な愛。
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Rose
, 
thou 
T
he 
invisible
That 
flies 
in
゜ The (3) (4) 
Sick 
the 
night 
Worm art 
sick! 
Rose 
経験によって汚された燕垢゜堕落によって消失した善良性、
悪によって損なわれ
る想俊力、
時の流れによって否定される永速性など。
これらの解釈は佐藤春
夫の描写にぴったり合う。「田園の炎鬱
J
を世く当時 佐藤春夫はいろいろなことに悩まされ
ていた。
佐藤
邪夫の悩みはい
くつかに分けられる。社会生活によって汚された
心と失恋に
よって抑圧され、
汚され
た自然の愛及び都会生活に
よって汚された純枠な真心などである。赤い病める薔薇は即ち汚された
熱情、
顧望というものである。
この点では、
佐藤春夫の
「病める器薇
J
はイギリスの詩人、
梱家のウィリアム・プレイク
の「病める醤
薇」およ
び三木露風の「病める喘薮」とは多く 共
通点がある。
次に、
その共通点について分析しよう。
以下は三つの「病める器薇」についての分析である。
①ウ
ィリアム・プ
レイク
の「病める薔薇」
．ウ
ィリアム
・プレイクはイギリスの画家及ぴ詩
人である。「
病
める薔薇」は彼の詩集に救せてあ 。佐藤春夫の蔵魯には彼の詩集があ 。
その詩集には佐藤春夫の引いた赤い線があるという報
告がある。
ウィリアム・プレイクの「病める罹薇」は次のとおり�
I
n 
the 
howling 
storm
. 
Has 
found 
out 
thy 
bed 
0[crimson 
joy
,
And 
his 
dark 
secret 
love 
Does 
thy 
life 
d
estroy
. 
意味は大体次の
様である。「おお、
人間本来熊心な魂
よ、
汝は今
無名のわずらい
に悩まされているのだ。
目に見える「理性」とい
う「生命」を食い荒らす虫が猛り狂う嵐の中を飛ぴ来たり、
汝の
「無心の歓喜」の中に安住の地を見出し
た。
その自我衷心の利己
愛の為に、
汝永遠の生命は毀た
れていくのだ」
（竹島
泰若
「ウィリアム・プレイク研究」p加）
②三
木露凪の「病める藩薇」はその詩集「廃園」に載せたもの
である。
この詩は意味の上から見れば上の英国の詩人の詩によく
似ている。
以下は三木の「病める器薇
J
である。
病める薔薇
いつよりか、
あはれ薔薇よ、
悩つきて汝はかなしむ、
悪の虫、
樹よりったひて、
わが花は
おそれに戦ふ．
ああ花よ、
恋の滸薇よ、
若くして汝 病みたり．
（「廃園」
p191
光華宙房
明治四十二年）
③佐藤春夫の「病める器薇」即ち後の「田団の憂鬱
」には類似
点が次のとおりである。
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その（器薇）の茎を彼は再び吟味した。
そのところには彼は
始めにみたと同じように、
彼の指の動き方を伝へて笈へてゐ
る茎の上 は花の要から、
蝕んだただ二枚の葉の裏ま
で、
何
といふ虫であら、？微な虫、
細かに積み瓜なりあった虫が、
茎の表面を一面に無
数の数が、
針の先ほどの隙間もなく、
包み披つてゐるのであ
った。「ああ
語薇、
汝病めり！」
以上の対比から見れば、
佐藤寿夫や三木露風の「病める硲薇」は
英国の詩人のウィリア
ム・プレイクの「病める器薇」とは一種の
．継承関係がある。
三木露風の「病める醤薇」はウィリアム・プレ
イクの「病める器薇」の枡筋をとって、
再創作したもののように
感じられる、
佐藤春夫の「病める醤薇」はウィリアム・プレイク
の「病める甚薮」を散文化したような気がする。
いずれにしても、
佐蔽春夫ゃ三木露凪はウィリアム・プレイクの「病める薔薇」から栄養やインスビレーションを得て、
自分の作品を充実し、
豊宮
にしたことは疑いない。
この三つの朔める器薇はいずれも一種の
蝕まれた魂や精神を象徴している
。佐藤春夫の「病める薔薇
J
と
三木露風の「病める藩薇」との間に 、
なにか継承関係が存在し
ている可能性が感じられる。
·
さて、
本四に戻って、
佐藤春夫の「病める薔薇」の象徴性を分
，析しよう。前に述ぺたように、
佐藤春夫の「病める磁薇
J
は三木
露風ゃウィリアム・プレイクの「刑める器薇」と同じように、
蝕
まれた魂や精神の象徴である。
佐藤春夫はいろいろな社会からの
悩みや煩いに正常な想俊力や理性及び健鼓を蝕まれた。佐藤春夫の舒数は確かに病んでいる。彼は心身ともくたびれた。彼の器薇が運命に苦しめられていながら
も、
彼は節隼に屈服しない。佐藤
邪夫は絶対 述命に負けな 。彼は負けん気の強い人だからである。美しい将来への摘 は彼の 世界を支えている。運命に挑戦し、
迎命の喉を捕まえることは彼
の崩れようとする杓神を支え
る唯一の頼りである。彼の心には、
器薇は枯 ていない、
射んで
いない、
いつまでも高揚する生命
力を表している。
「田固の憂鬱」の創作時期とほとんど同時に、
佐藤春夫はその
小説の処女作とも言うぺき「西班牙犬 家」を密き上げた
この
作品の成立について、
佐藤春夫は次のように話っている。
その日、
炭は上京して留守であった
が、
俣は一人縁割で日な
たぽつこをして姪革をくゆらしなが
ら、
犬や初秋の丘などと
話し合っている間に、
ふと浮かんだのは「西班牙犬の家」の
構想であった。
これは散文詩とも窟話ともつかない短編であ
るが
、
わがさぴしさを託するに足りると思って、
僕は原稲紙
の反故を取り出して、
そのうらに（新し
い用紙はもう一枚も
なかった
から）鉛節で典の赴くままに走り柑きを苔きつづけ
た。
・・・・・・文章は何の苦渋も
なくすら
すらと鉛節の先
から流れ出した。
この「西班牙犬の家」という小説で佐藤邪夫は幻想的な世界を
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描いた。
この幻想的な世界では、
作者の佐藤春夫は自由自在に自
9
分の想像力の猥を広げて、
庶話や神話の世界を自由自在に往来し、
自己独自の世界を築き上 た。
この童話的
、神話的な世界では、
作者の佐藤春夫は人間社会に積み上げた憂鬱や悩みや不安などを全てすっかり投げ捨て
て、
自分の勇気と才能を発抑し
、自
分の心
のそこに密かに潜っている自我、
自信、
生活に対する然情や然愛
及ぴ将来への旅れを残らずに、
この作品に注ぎこんだ。
この「西
班牙犬の家」という小説を読むと
意気軒昂な若い、
有能な宵年
作家のイメージが自然に浮かんでくる。この「西班牙犬の家」という小説にも、
佐藤春夫もわざわざ薔薇
を書き入れた。「西班牙
犬の家」の薔薇と「田団の憂寄」の薔薇とはまるで違った作者の描いたかのように見える。「田団
憂鬱」の醤薇は哀れな、
奇形
の器薇であったが、「西班牙犬の家」の中 は元気良く咲いている。
その具体的な描写を見てみよう。
この正面である南側の窓の下には家の壁に沿つて一列に、
時
を分たず咲く ら
うと思へる紅い小さな薔薇の花が
、わ
が
ものの頻に乱れ咲いて居た。そればかりではな
い。
この薔薇
の妓の下から帝 やうな幅で、
きらきらと日にかがやきなが
ら、
水が流れ出て居るのである。
この薔薇は佐藤春夫の真心を表している真 薔薇であ
る。
これこ
そ佐藤春夫の心のそこに生きている薔薇である。
これこそ佐藤春
夫の本当の心、
本当の志のシンボルである。
佐藤春夫の作品における餅薇のイメージや象徴性及び拗きをま
とめてみると、
いくつかの特徴が見いだされる。その象徴性やイ
メージなどのほ んどは欧米人のそれと同じである。佐藤春夫の餅薇はプレイク、
ポードレールの器薇と比ぺれば、
いずれもデカ
ダニズムがある。
けれども、
述うところもある。
プレイクやポー
ドレールやポーなどは不遇な
生活の中でい いろな苦しみをなめ
て、
心も体もくたぴれたありさまである。現存する社会を憎悪し
た彼等はそ
の社会を生きていくうちに、
いろいろなことに悩まさ
れたり、
煩わされたりして、
理性的に守りにくい、
けれども守ら
なけ ばならない社会の恨習及ぴ決まりから出てくる不安や不幸などが彼等の自由 「生命」を蝕み、
破れていく。彼等の歌はや
むを得ない哄きである。それに対して、
佐藤春夫は社会生活に苦
しめられていても、
煩わしいことがあ
っても、
それはせいぜい青
年期の悩みにすぎない。将来性のある一青年にとって
は、
これぐ
らいのことや悩みは彼を破るにはいた
らない。佐藤春夫の薔薇は
病気であるが、
生命力の強い器薇で
ある。「田園の憂鬱」におけ
る器薇は虫に蝕まれていても、
ふたたぴ花が咲いたことはその生
命力の証明である。．けれども、
プレイクやポードレールなどの器
薇はこれほどの生命力がない。佐藤春夫の溜薇とプレイクやポードレールの薔薇と 違いはここにある。
佐藤春夫を不安と退廃及
ぴ絶望から救うのはいつまでも の運命に負け
い、
いつまでも
心に元気よく
生きている薔薇叩ち将来への希望である。
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佐藤春夫の作品における薔蔽はどんなことを象徴しているかと
いうと、
言うまでもなく、
それは作者自身のこと
を象徴している。
佐蘇春夫の作品における薔薇の移り変わりは作者の自身の生活や創作活動
の移り
変わりにしたがって変わって
いく。「器薇」にお
ける薔薇は雑草の陰に隠れている薔薇である。
この薔薮は累土に
生えていて、
古い葉がひどく蝕まれていた
が、
紅い齋を五つ六つ
付けていた。
こんな描写は当時の佐藤春夫の実状にふさわしいも
のである。「田園の憂欝」の瀦薇はその創作当時 佐藤春夫の実状にもふさわしいと思う。
その頃、
佐藤春夫は在学五年にして進
級が一度しかなかったので
大学を退学した。文学創作活動も進
まない状態で足踏みをし た。
その上に、
失恋によって心身と
も疲れて、
悩んでいたのはこの時期であ
る。
そのいくつかの時期
における佐藤春夫の思想や精神
状態の述いはその作品における薔
薇からわか 。「田園 憂鬱」の薔薇は習 の「薔薇
J
とは違う
ところがある。習作 薔薇」における が だ一株しかないが、「田園の炎鬱」になると
器薇は叢になった。
その紅い瀦薇から
見れば、
佐藤春夫の生活、
立身出世への願望や熱情は11んだにも
かかわらず
もっと盛んになった。
これ
は佐藤春夫の当時の実状
にもぴっ
たり合うものであった。「西班牙犬の家」における器薇
は元気な器薇で、
日の光を十分に浴ぴる器薇であ
る。
これも佐藤
春夫が田舎を脱出し
文学の創作活動に打ち込むことの暗示では
ないかと思
う。
ばらの
象徴やイメージ及び拗きはいずれも佐藤春
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夫の初期作品において欠くことのできない役割を果たしている。佐藤春夫の初期作品を研究するには、
この点を忘れてはならない
と私は堅く信じている。
この前に述べた佐藤春夫
のいくつかの作品を通じて、
次のこと
が分かった。彼の作品における
薔薇は作者の少年期の発展の移り
変わりを象徴している。即ち、
理想と現実との街突から出た、
ひ
どく作者を悩ました小から大へと発展してきた不安ゃ悩みや憂罰のありさま、
そしてそれ
を克服する過程に起こった、
作者の希望
と失望、
逃避と挑戦を繰り返して、
やっと運命に挑戦する勇気が
上回って勝利を勝ち取った梢神の遍歴 歴史であ 。
私は恩師の赤羽学先生について勉強し、
二年間の留学生活を
送った。先生にいろいろ教えていただいて、
その後の私 生活と
仕事に大変役に立った。焙国後も先生の教えを胸に刻んで、
研究
を絞けてやっ
てきた。
おかげさまで、
ささやかな成果を取った。
恩師のご退官に当って、
この論文をレポートとして
先生に差し上
げようと思う。
これからも、
よく頑張って、
先生の教え子らしい
教え子になるつもりである
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